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【ATC フィロソフィ⑦】 

 

こんにちは。アークテックコム

株式会社（ATC）で、マニュア

ル作成と翻訳を行っています。

豊原 信です。 
 

 

 

ウェブサイト： 

https://arc-tec-com.com 
 

 

Tel：050-6864-6201 

Fax：050-6864-6202 

E-mail：m.toyohara@arcteccom.jp 

 

優しい思いやりの心 
 

 

 

今月は、最近始めた「機械学習

や Deep Learning や Neural 

Network」の学びで気付いたこ

と、そして弊社のフィロソフィ

と恒例の「応援メッセージ」を

お送りします。 

 

「機械学習やDeep Learningや

Neural Network」での気付き 

率直な感想は、機械学習やDeep 

Learning の本質を掴まえて活用

しないと世の中の大きな潮流に

乗り遅れると思います。これら

の AI と言われるものから出され

るデータが、自分の判断基準に

合わないからと言って、全ての

AI が使えないと考えるのは物凄

く危険です。毎日のように報道

される情報で、「最新の科学技術

で分析したデータです。又は映

像です。」と紹介されるデータは

全て AI を駆使して分析して作ら

れています。現在活用されてい

る分析方法は多種多様にあり、

世の中のニーズに合うアルゴリ

ズムを得るのに、どのように考

えて分析方法を使っているかが

キーになります。 

目標とするアルゴリズムを目指

して AI は、何回層もの Deep 

LearningとNeural Networkを繰

り返して動かし、解を導きだし

ます。目標のアルゴリズムを得

る考え方が、自分の判断基準と

ぴったりと合う AI を見つけるこ

とが必要だと考えます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
ここから弊社のフィロソフィ

です。 

フィロソフィは、血肉化しな

ければ意味がない 

血肉化するとは、心が無意識

に身体に作用することです。

そのためには、繰り返し、繰

り返し学び潜在意識に透徹す

る必要があります。潜在意識

に入ったものが、顕在意識で

捉えたものに、無条件で反応

して考え方や行動に出てくる

ように訓練します。この状態

を血肉化と言います。 

繰り返し、繰り返し学び実践

すると出来るようになると言

いますが、ではどのようにや

るか。フィロソフィの各項目

を何度も繰り返し学びます。

学ぶ度に本質は何かを考えま

す。これが知識です。得た本

質を使い仕事の方法を検討し

て、方案即ちアイデアを出し

ます。これが見識です。この

見識でもって実践していきま

す。１回でうまくいくとよい

ですが、大概の場合、うまく

いきません。もう一度、アイ

デア出しに戻って再考します。

新たな見識でもって実践しま

す。またうまくいかない。こ

れを繰り返し、繰り返し成功

するまで行います。するとで

きるようになります。この状

態を胆識と言い、フィロソフ

ィから出たアイデアが血肉化

しています。この状態まで持

ってくることが必要です。 

 

自らの道は自ら切り開く 

私たちは、必ず天からの封書

を１人１人授かります。その

封書の中身、即ち使命を知る

には、まず自分が今やらなく

てはいけない仕事を一生懸命

 

mailto:m.toyohara@arcteccom.jp


2023 年 9 月『ルリビタキ』号 

2 

にやる、やり続けて好きにな

る。そうするとそれを基に夢

を描けるようになります。夢

の中身が、天からの封書の中

身になるでしょう。そしてそ

の夢の中身をどのように演じ

るか、人生の台本を１人で描

き、自分１人で一生懸命に努

力をします。そうすると何を

すべきかが分かってきます。

自分で自分の道を切り開くこ

とになります。これが福沢諭

吉の言う「独立自尊」です。 

まず、天からの封書を開く

とはどういうことか、即ち何

をすべきかを掴むこと、目の

前の仕事を本当に一生懸命に

やり続けることです。 

二宮尊徳の言葉で「至誠の

感ずるところ天地もこれがた

めに動く」とあるように自分

のやるべきことが分かってき

ます。そうすると、次に自ら

の夢を描き、自らの道は自ら

切り開いていけるようになり

ます。これが「独立自尊の精

神」というものです。 

それでは、独立自尊で自分

勝手にやって良いかというと

そうではありません。次に世

のため人のため、自然宇宙の

ために共生することが必要に

なってきます。これを会社で

全員ができるようになると、

「自らの道は自分で切り開く

のだ、いや、それ以上に稼い

で会社に貢献するのだ」とな

り、オーナー経営者と同じよ

うな気持ちになれます。この

ことは「心を高める」ことに

も繋がっていきます。 

 

10月号に続きます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

9 月の応援メッセージです。 

 

リスクを取って挑戦する。 

恐い恐いと思いながらも、リ

スクを取って挑戦することに

意味はあります。 

恐怖を押さえつける信念を持

って挑戦します。 

恐怖を越える勇気が無ければ、

挑戦するな！ 絶対に逃げ出

すから。 

 

それでも、リスクを取って挑

戦します。 

恐いのは当たり前、その恐怖

を押さえつける信念を持つた

めに、覚悟が必要です。 

覚悟を決めたら、爽やかに笑

う。あなたの笑顔の中にある

覚悟が皆を奮い立たせます。

それがリーダーのお役目です。 

 

多くの人は、リスクを取って

挑戦したいとは思わないし、 

色々な事情があって出来ない

こともあります。その中で、

リスクを取って挑戦できるあ

なたは幸せ者です。 

恐がっている場合じゃないで

す。挑戦できる幸せに感謝し

ましょう。 

自分の役割を作ってくれたみ

んなに感謝する。 

 

リスクを取って挑戦する。 

あなたの大切なお役目。 

ただし、十分な準備はお願い

しますよ。 

十分な準備をすることが、リ

スクを取って挑戦する者の責

務です。 

 

リスクを取って挑戦する。 

そうやって、道を切り拓いて

いくことは、あなたの素晴ら

しいお役目です。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

豊原 信 
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